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平
成
二
十
一
年
、
丑
年
の
新
年
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

連
合
中
越
に
結
集
す
る
組
合
員
と
ご
家
族
の
皆
様
、
そ
し
て
、
日
頃
よ
り
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
各
関
係
機
関
・
各
団
体
の
皆
様
に
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
も
「
偽
り
、
偽
装
」
の
事
件
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
発
覚
し
、
我
々
の
衣

食
住
に
お
け
る
底
辺
の
生
活
を
脅
か
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
そ
の
あ
げ
く
に

「
偽
装
さ
れ
た
マ
ネ
ー
」
に
よ
っ
て
金
融
シ
ス
テ
ム
は
破
綻
し
、
実
態
経
済
は

信
用
取
引
を
な
く
し
、
疑
心
暗
鬼
の
中
で
経
済
活
動
の
低
迷
が
続
い
て
い
ま

す
。
米
国
発
の
「
市
場
主
義
」
は
、
あ
ま
り
に
も
効
率
重
視
の
利
益
を
追
い
求

め
た
結
果
、
自
ら
市
場
主
義
の
終
焉
を
招
い
た
か
た
ち
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
国
の
経
済
動
向
を
「
米
国
が
咳
を
す
れ
ば
、
日
本
は
風
邪
を
ひ
く
」
と

揶
揄
さ
れ
た
こ
と
が
現
実
に
お
こ
り
、
日
本
ど
こ
ろ
か
全
世
界
が
肺
炎
を
お
こ

す
が
如
く
深
刻
な
不
景
気
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

大
手
企
業
の
雇
用
削
減
が
次
々
と
発
表
さ
れ
て
、
テ
レ
ビ
で
は
今
春
の
新
卒

者
の
内
定
取
り
消
し
が
報
道
さ
れ
、
職
を
失
い
住
む
と
こ
ろ
を
失
っ
た
派
遣
工

や
期
間
工
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
ど
れ
も
こ
れ
も
企
業
へ
の
批
判
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
生
産
縮
小
や
雇
用
削
減
は
苦
渋
の
決
断
で
は

あ
り
ま
す
が
、
企
業
だ
け
に
問
題
の
矛
先
を
向
け
る
の
は
如
何
な
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
景
気
や
経
済
動
向
は
常
に
変
化
し
て
い
く
も
の
で
、
失
職
す
る
分
野
も

あ
れ
ば
求
人
す
る
分
野
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
介
護
の
現
場
な
ど
で
は
体
力

の
あ
る
男
性
の
手
が
足
り
な
く
て
困
っ
て
い
る
話
を
聞
き
ま
す
。
農
業
で
も
人

手
不
足
と
高
齢
化
で
多
く
の
外
国
人
の
手
を
借
り
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

要
は
、
政
府
の
雇
用
対
策
が
既
存
の
職
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
職

を
つ
く
っ
て
い
く
政
策
や
新
し
い
職
に
移
動
し
て
も
ら
う
よ
う
な
政
策
が
欠
け

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
職
業
選
択
の
自
由
か
ら
派
遣
な
ど
非
正
規
で
働
く
雇

用
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
一
方
で
、
正
社
員
に
な
り
た
く
て
も
な
れ
な
い
労
働
者
対

策
も
法
改
正
が
必
要
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
長
い
目
で
見
た
と
き
、
好
不
景
気

は
必
ず
来
る
も
の
で
す
。
一
時
し
の
ぎ
の
対
応
で
は
抜
本
的
な
底
上
げ
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
、
〇
九
年
は
、
雇
用
対
策
が
組
合
に
課
せ
ら
れ
た
喫

緊
の
課
題
で
も
あ
り
、
〇
九
春
闘
は
連
合
高
木
会
長
の
「
賃
金
を
上
げ
な
け
れ

ば
経
済
は
良
く
な
ら
な
い
」
を
合
言
葉
に
闘
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
連
合
中
越
は
「
す
べ
て
の
働
く
者
の
連
帯
で
、
と
も
に
働
き
暮
ら
す

社
会
を
つ
く
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
据
え
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

稼
動
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。
地
域
の
生
活
者
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
こ
と
に
力

点
を
置
く
正
念
場
の
年
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
事
業
が
将
来
は
「
協
同

労
働
」
と
い
う
新
し
い
働
き
方
を
通
じ
て
、
地
域
の
中
に
仕
事
を
起
こ
し
、
人

間
ら
し
く
働
き
、
質
の
良
い
仕
事
を
生
み
だ
し
な
が
ら
、
地
域
・
社
会
を
再
生

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。  

 

新
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に
あ
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明けましておめでとうございます。謹んで新年のお喜び

を申し上げます。 

現在、私たちを取り巻く経済情勢は、世界的な金融恐慌

の影響を受け、大変厳しい局面に立たされております。長

岡市ではこうした経済情勢を踏まえ、地域経済の活性化に

向けた施策を積極的に展開してまいります。長岡市は、｢前

より前へ！長岡 人が育ち 地域が輝く」を合言葉に、合

併前よりも前へ、震災前よりももっと前に進もうという思い 

「前より前へ！長岡」 

 長岡市長 
    森 民 夫 

新春を迎えて 
 見附市長 
   久 住  時 男 

 新春を迎え謹んで新年のお慶びを申し上げます。 
 平成20年を振り返りますと、北京オリンピックでの日本
人選手や海外トップアスリートの活躍、４人の日本人の
ノーベル賞受賞など、人間の無限の可能性を感じて興奮と
感動を覚えたことが思い起こされます。一方、食品の安全
性の問題、相次いだ無差別殺傷事件など、市民生活に不安
が広がった年でもありました。中でも、アメリカ発の金融
危機は特に深刻です。 瞬く間に世界中に波及した不況の波  

は、日本国内でも、企業業績の悪化や「売り手市場」と言われてきた就職環境を「雇用不安」とも言われる状況に一変させるなど

の大きな事態となっており、市としても独自の緊急経済対策を行ったところです。 

 このような変化の速い時代に、地方自治体は、的確に状況を判断する力とスピードをもって施策の立案・実行を行う力が求めら

れているのだと強く感じております。 

 市内の動きに目を移しますと、平成20年は、見附市の理想とするまちの姿「住みたい 行きたい 帰りたい やさしい絆のまち み

つけ」に向かって、着実に歩みを進めた年だったと思います。「健康の駅」の設置、「今町子育て支援センター」のオープン、新

潟地区のコミュニティ組織の立ち上げと上北谷地区・見附北部地区での地域コミュニティ組織結成の動きなど、目に見える形でま

ちづくりが進んできました。 

しかし重要なのは、ハード面や組織の整備ではなく、主役である市民が、その場所で活発に活動し、人が人を呼ぶようなつなが

りを作ることにあります。今年、産業団地にオープンする見附イングリッシュガーデンにおいても、多くの市民ボランティアの方

から日常の植栽の管理などをしてもらうことになっており、すでに活動が始まっております。このような市民の皆さんの主体的な

かかわりこそが、まちに輝きと彩りを与え、まちの魅力を作っていくのだと、私は確信しております。 

今後も、市民の皆さんとの信頼関係を大切に、ともに汗を流して、誰もが愛着と誇りを持てるふるさと見附をつくってまいりた

いと思います。皆様の変わらぬご支援をお願い申し上げます。 

 最後に、この年が皆様にとって、実り多い年となりますよう、心よりお祈りいたしまして、新年のごあいさつとさせていただき

ます。 

を込めて、力強くその歩みを進めています。今年は、“長岡独自の花”が咲く素晴らしい年になると確信しております。 

屋根付き広場・アリーナ・市庁舎が一体となる「市民協働型シティホール」は、平成２３年の完成を目指して秋着工。待望の長

岡モデルが動き出します。環境との共生をテーマに企業誘致を進める「西部丘陵東地区」は、未来産業創造の場。首都圏と日本海

のゲートウェー新潟港を結び、経済成長著しいロシアや中国、韓国につながる新たな産業集積拠点として期待が高まります。ま

た、長岡南越路スマートインターチェンジや大手大橋の四車線化の実現により、長岡の交流基盤が一層強化されます。 

度重なる災害を乗り越えた「市民力」、合併した１０地域が相互に高めあう「地域力」、長岡のまちを共に発展させようという

「市民協働の力」。この三本の力が長岡市のまちづくりの強みです。中越大震災から５周年を迎える今年は、災害体験をバネに、

魅力あるふるさと再生により中山間地の「創造的復興」を進化させるとともに、合併地域の個性や文化を活かした共存共栄のまち

づくりを推進します。 

さらに、長岡ゆかりの名将・直江兼続の大河ドラマ「天地人」の放送開始、トキめき新潟国体の開催は、本市が全国から注目さ

れる大きなチャンスです。長岡市は、これからも、全国に誇れる「長岡モデル」のまちづくりに、市民とともに取り組んでまいり

ます。 

新春にあたり、市政に対する一層のご理解とご協力をお願い申し上げますとともに、皆様のご多幸とご繁栄を心からお祈り申し

上げ、年頭のごあいさつといたします。 




